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要 　　　約

水泳授業は小学校 �年生から中学 �年生まで体育の必修科目とされている．しかし思春期をむかえ
た女子児童・生徒は月経によってその参加の機会を減らしているという実態がある．

本研究は月経期間中の水泳について今後の指導の方向性を検討することを目的とし，体育・養護教
諭志望の一大学新入生が月経時の水泳に関してどのくらい理解しているのかという実態調査を行った．
まず，小中高等学校で使用されている保健体育の教科書�
冊，生理用品等を取り扱う企業が作成

したリーフレット 
冊に月経時の水泳について記載があるかどうか読み取り調査を行った．中学と高
校の教科書各 �冊に「月経と運動」に関する記載があったが，水泳についてはどの教科書にも記載は
無かった．企業からのリーフレットでは �冊に教諭に相談するよう記載されていたが具体的内容は無
かった．
次に �大学の養護教諭・保健体育教諭養成コースのある健康体育学科の�		
年�		�年度新入生���

名を対象に，計
	の設問について正誤を判断する質問紙法調査を実施した．質問内容は教科書に「記

載有り・性」，「記載有り・性以外」，「記載無し・月経」，「記載無し・月経と水泳」の �分類だった．
平均正解率は「記載有り・性」���	�，「記載有り・性以外」�����，「記載無し・月経」�����，「記載
無し・月経と水泳」
	���であった．「記載無し・月経と水泳」についての理解は有意に低く性差も認
められた．
これらの結果から，月経期間中の水泳について科学的事実を含む内容を保健体育の教科書に記載す
ることが望ましい．また将来学校で水泳指導・月経指導を行う立場にある者は月経期間中の水泳につ
いても理解しておく必要があり，教員養成大学での指導が必要となる．

緒 言

�．背景

水泳は小学校 �年生から中学 �年生まで体育の必
修授業として位置づけられている．しかし思春期の
女子児童・生徒は月経を迎えることで水泳授業参加
の機会を減らしているという実態がある．
月経期間中の水泳について過去の報告をさかのぼ

ると，��
�年（昭和

年）発行の東京都教育委員会
による『純潔教育への道』では「月経時の水泳は常

識には行わないのが普通である」とし，女子の水泳
参加は非常識なこととして捉えられていた ��．その
後���
年（昭和
�年）には「月経中の水泳は女性の
からだに特に悪い影響を与えることはない」の記述

がみられ ��，����年（平成 �年）には「月経中の女の
子あるいは女性を水泳から遠ざけるべきではない」��

と記した本がある．このように月経中であっても女
性が水泳を行うことは受容されるようになってきた．
しかし���	年代以降に安藤��，青木��，目崎��が
女子児童・生徒を対象に行った実態調査では，月経
と水泳授業が重なった場合約 �，�割の者が見学・
欠席をしていた．さらに����年の大井の調査では陸

上で実施される種目には月経期間中でも�����が参
加するのに対して，水泳では�	�	�しか参加しない
ことが報告された��．�			年著者らによる女子大学
生を対象に行った回顧的調査	�でも，過去に月経
期間中の水泳を実施してきた者は���	�とわずかで
あった．水泳を見学・欠席した経験を持つ者は，そ
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の理由として「経血がプール内やプールサイドで漏
れるのではないか」という経血に対する過大な不安
や「なんとなく嫌だ」という心理的な理由を主に挙
げていた．しかしこのような理由の中には「婦人科

的病気にかかる」，「何かに感染しそう」等の科学的
事実に反する内容もあり，誤った知識・認識と固定
観念が出席率の低下に影響していると考えられる．
そこで本研究は月経中の水泳についての知識に着目
し，調査を行った．

�．目的

学校で使用する保健の教科書や学校で配布される
資料に，月経と水泳・月経と運動の内容について実生

活に活かされる情報が記載されていることは，女子児
童・生徒が知識を得る機会として有効であると考える．
そこでまず保健の教科書と生理用品会社から学校へ初
経指導用に配布されるリーフレットにこのような記載
があるか否か，さらにその内容が科学的根拠に基づ
いた内容であるか否かの実態を把握することにした．
二つめに保健体育・養護教諭養成課程のある�大

学健康体育学科の新入生に対して，高等学校保健の
教科書に記載されている内容の設問と記載されてい

ない月経と水泳，あるいは月経についての設問につ
いての正解率を比較しながら，月経と水泳について
はどの程度の理解があるのか実態を把握し今後の指
導の方向性を検討した．

方 法

�．調査 �

平成��年時に岡山県で使用された小学校の保健の
教科書，中学・高等学校の保健体育の教科書すべて
（小学校 
・�年生用 
冊，小学校 �・
年生用 
冊，

中学校用 
冊，高等学校用 �冊，計�
冊）について
月経と水泳に関する記載の有無と，記載のある場合
はその内容について読み取り調査を行った．
また生理用品会社が作成したリーフレットは会社

へ問い合わせ，新たに発行されている場合には最新
のリーフレットを送付してもらった．�		�年 �月ま
でに入手できた計 
冊のリーフレットについて読み
取り調査を行った．

�．調査 �

岡山に所在する�大学健康体育学科の新入生を対
象に，平成��年（�		
年），平成�
年（�		�年）の
�回，必修の開講科目である運動学実技「水泳」の
実技開始前に質問紙法調査を行った．
質問は高等学校保健体育の教科書に記載の有る内

容と記載の無い内容について『教科書記載有・性以
外』について��問，『教科書記載有・性』について 


問，『教科書記載無・月経』について 
問，『教科書
記載無・月経と水泳』について 
問の計
	問の �分

類とした．質問内容は表 
の左列に示した．各質問
の文末，（ 　）内に正誤を記入した．それぞれの設問
に対して「正しいと思う」，「間違っていると思う」，
「設問は理解できたが分からない」，「設問が理解で
きない」の四択式にて回答を求めた．統計処理では
その回答が「正解だった者」と「それ以外の者」の
�群に分けて行った．
その他性別，月経期間中に水泳が行えないとする
理由について質問した．

調査は，川崎医療福祉学会倫理委員会の承諾を得
た方法に従った．実技開始前に著者が調査の目的，
内容，集計方法，発表・公表場所，データの管理と
破棄について説明を行い，承諾の意志のある者のみ
署名後に質問に回答してほしいこと，提出後の用紙
は無記名の為撤回することは出来ない事を文書と口
頭で示し協力を依頼した．
集計分析には素集計及びクロス集計を行い，検定

は �
� 検定を行い有意確率は � �とした．これらに

はすべて ���� �
�	 ��� �������を用いた．

結 果

�．各学校の保健体育教科書における月経と水泳・

運動に関する記載

保健体育教科書における月経と水泳・運動につい
て小・中・高等学校別に表 �に示した．

　�．�．小学校用教科書

小学校用の計��冊では，小学校 �・ 
年生用の �

冊に「病気の予防」の中で「エイズはプールやおふ
ろでは感染しない．」と記載されていたが，月経と水
泳についての記載は無かった．

　�．�．中学校用教科書

中学校用の 
冊では「感染症の予防」で「感染症
はふろやプールではうつらない．」の記載が �冊に，
「月経周期には栄養，運動，休養のバランスが重要」
という記載が他の �冊にあったが月経と水泳につい

ての記載は無かった．

　�．�．高等学校用教科書

高等学校用の �冊では �冊に「生涯を通じる健康」
の中で月経と運動についての記載があった．その内容
は表 �に示した．他 �冊にはこの様な記載は無く，「エ
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表 � 保健体育教科書の月経と水泳・運動に関する記載

イズはおふろやプールでは感染しない」の記載が �冊
にのみあった．月経と水泳についての記載は無かった．

�．企業で作成されたリーフレットの月経と水泳・

運動に関する記載

企業が学校での初経指導用に作成したリーフレッ
トについて，結果を表 �に示した．
冊のリーフ
レット中 �冊で月経期間中の水泳については禁止し
てはいないが学校や保護者へ相談するよう記載され

ていた．他 �冊ではタンポンの使用により水泳が可
能であることが記載されていた．

�．�大学健康体育学科新入生への知識調査


．�．対象は�		
年度生（男性
�名，女性
	名，
計
�名），�		�年度生（男性
�名，女性��名，計
�

名）で男性�
名，女性��名，計���名だった．承諾
の得られた有効回答数は���人（�		�	�）だった．
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表 � 企業から初経指導用として作成されたリーフレットにおける月経と水泳・運動に関する記載

図 � �つの分類別正解率

　�．�． �つの分類別正解率の比較

�つの分類別平均正解率（図 �）は高い順に「記
載有・性」���	�，「記載有・性以外」�����，「記載

無・月経」�����，「記載無・月経と水泳」
	���だっ
た．「記載有・性」の正解率は他の 
つと比較して
有意に高率だった．また「記載無・月経」は「記載
有・性」より有意に低率だった．�つの分類別，設
問の正解率が
	�未満だった設問数は表 
に示した
通り「記載無・月経と水泳」に �設問，「記載無・月
経」で �設問，「記載有・性」で �設問だった．

　�．�．男女別分類別平均正解率の比較

まず全ての設問の平均正解率は，男性�����，女
性
����と � �水準で女性の方が有意に高かった．
男女別，分類別正解率では「記載有・性」で男性

���
�，女性�	���，「記載有・性以外」男性�����，
女性
����，「記載無・月経」男性
����，女性
����，
「記載無・月経と水泳」男性�
���，女性�	���だっ

た．「記載無・月経」と「記載無・月経と水泳」の �

つの分類では有意に女性の正解率が高かった．

　�．�．男女別，設問別にみた平均正解率の比較

男女に有意な差が見られた �設問すべてで女性の
正解率が有意に高かった．表 
に示す通り「記載無・
月経と水泳」で 
設問，「記載無・月経」で 
設問，
「掲載有・性」で �設問だった．

　�．�．水泳部・スイミング所属別，設問別にみた

平均正解率の比較

水泳部・スイミング所属経験の有無とそれぞれの設
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表 � �分類別各設問の正解率と男女の正解率比較

問の平均正解率の間に有意な差は認められず，さらに
それを男女別でもみたが有意な差はみられなかった．

　�．�．男女別，月経中の水泳が行えないとする

理由

月経期間中に水泳が行えないと考える理由（複
数回答）について男女別に比較したところ（図 �）
「プールを汚しそう」，「何となく嫌だ」，「経血がプー

ルで流出する」では女性の回答が有意に多く，「止めて
おいた方が良い」では男性の回答が有意に多かった．

考 察

�．小中高等学校の保健体育の教科書，企業作成の

リーフレットについて

小中高等学校の保健の教科書�
冊中，月経と運動
について記載があったのは中学，高等学校で各 �冊
であり，月経と水泳については全ての教科書で記載
が無かった．
小学校から高等学校までの学習指導要領
����に

よると月経に関する内容の取り扱いは，小学校 �年

生の指導内容「体の発育・発達について理解できる
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図 � 月経中に水泳を行うことへの考え別，男女の比較

ようにする」の単元の「イ」で「体は思春期になる
と次第に大人の体に近づき，体つきが変わったり，

初経，精通などがおこったりすること．また，異性
への関心が芽生えること．」とある．その後中学で
は受精と妊娠，感染症についての取り扱いのみであ
り，高校では月経に関する取り扱いは無い．
小澤らは高校生の月経に関する知識不足と調査対

象者の �／ 
の者が，受けた月経教育に満足してい
なかったことを指摘し，小学校高学年で行われる初
経教育だけでは不十分として継続的な具体案を示し
ている���．その案では小学 �年生で初経の仕組みに

ついて，小学 �年生でナプキンなどの正しい使い方
について，その後小学校 
年生で月経時の生活の仕
方（入浴・運動など）について段階的に指導を行い，
日々の生活での実践に繋がるような指導が提案されて
いる．月経時の生活について指導をする中で，入浴と
関連づけて月経期間中の水泳についての指導を行うこ
とにより，一層水泳授業の充実が計られると考える．
このことは著者らが中学生を対象に行った調査で，
月経についてどのようなことを指導してほしいかと

いう質問を行ったところ「月経中に水泳をしてもよ
いのか」が最も多く挙げられたことからも指導の必
要性は明らかである���．
企業が作成したリーフレット 
冊については「月

経は病気ではないので，普段と同じように過ごせるこ
と，先生に相談してみよう」という学校の方針に任せ

る内容の記述が �冊にあり，�冊にはタンポンを使
用することでプールに入れることが記載されていた．

月経は女性なら必ずあり，それによって生活行動
を制御する必要は全くないのだという意識を児童・
生徒へ伝えることは重要である．しかし，著者らが
�		�年に女子中学生�
�人を対象に月経中の水泳に
関する学校での指導について行った調査結果では約

割が「受けたことが無い」と回答しており小学校
での指導はあまり行われていないことが認められて
いる���．また，タンポンの使用については日本産科
婦人科学会が提唱する指針の中で高校生以上を原則

としている．初経を迎えて間もない者にとってはタン
ポンの使用は困難である．それだけに企業からのしお
りが児童・生徒へ配布されたとしても自ら出欠の判
断を下す知識材料になることは難しいと推察される．

�．�大学健康体育学科新入生の知識と教科書掲載

との関連について

一つ目の調査により小中高等学校の保健体育教科
書には，月経中の水泳に関する記載は無いことが明

らかになった．しかし学校での水泳授業あるいは部
活やスイミングスクールでの活動を通して，教科書
上に記載の無い事柄についても学んでいるとも考え
られる．そこで，新入生を対象に教科書に記載され
ている事柄と記載の無い月経中の水泳・運動や月経
に関する内容についての知識調査を行った．
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　�．�．月経と水泳・運動に関する正解率が低い

高校生を対象に行った新田の月経に関する知識調
査によると「月経の意味」，「月経発来の機序」，「月経

時の手当の方法」等の知識は，受講して理解してい
たが「月経中の生活」，「月経に伴う症状」等実践に繋
がる知識に関しては教育された割合が低い事が報告
されている���．また，森の性知識に関する調査でも
二次性徴に関する基本的な知識は経験が加わって多
くの生徒が理解していたのに対し「月経中はスポーツ
を避けた方が良い（誤）」という設問に対しては 
，�

割の者しか正しく回答できていなかった���．本調査
の結果でも上記 �つの調査結果と同様に「記載有・

性」や「記載有・性以外」についての設問に比べ「記
載無・月経」や「記載無・月経と水泳」についての正
解率は有意に低く，特に男性の正解率が低かった．
近年の平均初経年齢が��歳前後であり����	� 小学

校から中学 �年生まで水泳授業が必修として位置づ
けられていることを考えると，将来養護教諭や保健
体育教諭を志望する者は月経中の水泳や運動等の知
識を身につけていることは重要だと考える．知識に
関して教員養成系大学生を対象に行った南らの調査

では，月経中の水泳について指導を受けた経験と知
識の裏付けのある人ほど，指導を行う自信が高いこ
とが報告されている�
�．現在の中学・高等学校に占
める女性教員の割合は増加してはいるが，保健体育を
担当する女性教諭の割合は低率なままである���．そ
の為男性が女子生徒の水泳指導を行うことも十分考えら
れる．男性教諭も十分に指導できるだけの知識が必
要であり，教員養成課程大学での指導も必要である．

ま と め

月経期間中の水泳については二つめの調査で設問
としてあげた事柄のように科学的事実が明らかにな

り，泳いでも問題は無いことが言われてきた．文部
科学省発行の『水泳指導の手引』���では「月経は女
子の生理的な現象であり不安を抱く必要は無いこ
と」，「月経に伴う症状には個人によって違いがあり，
中には月経困難症など水泳の実施を個別に考慮しな
ければならない場合もある．したがって，月経中の
水泳指導については全面的な禁止ではなく，心理的
要素等も含めて諸症状によって個々に適否を判断す
ることが必要である」と記している．すなわち，「月

経＝欠席・見学」ではなく個々が月経痛や経血量な
どの症状により出欠の適否を判断する必要があると
いうことである．その為には判断できるだけの知識
を身につけている必要がある．しかし本研究により
小中高等学校の教科書に月経中の水泳についての記
載は無いこと，さらに �大学健康体育学科の新入生
を対象にした調査でも記載の無い内容では知識が低
いことが明らかとなった．さまざまな指針がある中
で困惑を期している問題だけに，今後小学校の保健

の教科書，中学高等学校の保健体育の教科書に月経
中の水泳についての科学的根拠を含む事実が記載さ
れ，月経が水泳授業の阻害要因とならぬよう児童・
生徒が自己判断できる材料提示がなされる必要があ
る．さらにその指導が行えるよう，教員養成課程大
学での取り組みが必要である．
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